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令和５年度 第３回八王子市教育委員会いじめ問題対策委員会 

会議録（公開） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日  令和５年１２月１２日（火）午後２時００分～午後３時０２分 

開催場所  八王子市役所議会棟４階 第３・第４委員会室 
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出席者氏名 

【委 員】 

  鈴木聡、内藤裕子、大塚和樹、岩垂喜貴、牛尾浩、後藤貴弓、石渡ひかる、 

小泉祐三、内藤佳代子、徳丸幸夫、守屋和広 

 

【事務局】 

  今川学校教育部長、西山指導担当部長、大日向教育指導課長、 

北川統括指導主事、狩野統括指導主事、山崎指導主事、横倉指導主事、 

安藤教育指導課主査、金子教育指導課主査、長谷川教育指導課主事 

 

欠席者氏名 

【委 員】 

  高野久美子、塩月栄作、太田敏弘 

 

次 第 

１ 開会 

２ 報告事項 

（１） いじめ防止対策推進法第２８条に基づく調査報告書等に示された提言に対する 

取組の進捗状況について 

（２） 「いじめ対策に係る事例集」について 

（３） いじめ防止対策推進法第２８条における調査について 

３ 閉会 

 

公開・非公開 

  公開。ただし、２ 報告事項（３）は非公開。 

 

傍聴人数 

  １人 
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大日向教育指導課長 

 事務連絡 

 

鈴木委員長 

 よろしくお願いいたします。委員長の鈴木でございます。これより令和５年度第３回八王

子市教育委員会いじめ問題対策委員会を開催いたします。本日２名の委員より欠席される

旨の連絡をいただいております。１名の委員はまだご到着されてない状況ですので、現在の

出席委員は１１名でございます。委員会は有効に成立しております。 

本日は改めましてご多用のところご出席いただきましてどうもありがとうございます。

先立ちまして、今回初めての委員会にご出席いただく内藤裕子委員がいらっしゃっており

ますので、冒頭で一言ご挨拶をよろしいでしょうか。お願いします。 

 

内藤委員 

 弁護士の内藤裕子と申します。前回欠席で大変失礼いたしました。多摩支部の東京三弁護

士会多摩支部子どもの権利委員会に所属しています。初めてなのですけれど、どうぞよろし

くお願いします。 

 

鈴木委員長 

 どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

それでは、これより次第に沿って進行をさせていただきます。 

まず、本日の案件についてです。次第２の（３）いじめ防止対策推進法第２８条における

調査については、個人情報を含む案件のため、非公開にしたいと思いますが、ご異議ござい

ませんでしょうか。 

ご異議ないものと認めます。 

それでは、議事を進行いたします。はじめに次第２の（１）いじめ防止対策推進法第２８

条に基づく調査報告書に示された提言に対する取組につきまして、事務局より報告をお願

いいたします。 

 

狩野統括指導主事 

 本市では、平成２９年、いじめを許さないまち八王子条例が施行され、八王子市教育委員

会いじめの防止等に関する基本的な方針が策定されたのち、現在まで市立小・中・義務教育

学校における、いじめ防止のための様々な取組をしてまいりました。また、いじめ防止対策

推進法第２８条に基づく調査報告書等で示された提言を受け止め、いじめ防止のための取

組を充実させてまいりました。本日はその取り組みと進捗状況について説明をさせていた

だきます。詳細につきましては、横倉指導主事より説明いたします。 
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横倉指導主事 

 本市においては、現在までにいじめ防止対策推進法第２８条に基づく調査報告書等にお

いて、４種類の提言がなされております。詳細について説明いたします。 

資料１を御覧ください。 

令和元年８月５日付「調査報告書」における「提言」①隠れた重大事態の洗い出し②不登

校重大事態への対処③いじめ防止に向けた取組の強化④ＳＯＳの受信力・発信力の向上⑤

マルチチャンネルによる「つながり」の形成と組織的対応⑥ＳＮＳ教育⑦生と死の教育⑧

「いのちを考える日」の制定という８つの提言でございます。 

続きまして、資料２を御覧ください。 

令和３年５月１１日付「八王子市立中学校におけるいじめの重大事態に係る再調査報告

書」に示された再発防止に向けた「提言」①学校いじめ対策委員会の実態調査②いじめに関

する教員研修の見直し③ネット上のいじめの調査・対応のあり方の周知④長期不登校の生

徒についての原因調査⑤スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、スクールロ

イヤーの配置及び連携の強化等の５つの提言でございます。 

続きまして、資料３を御覧ください。 

令和３年１２月２０日付の「調査報告書」に示された「提言」①教員個人が問題を一人で

抱え込まない組織体制を作ること②教員が児童一人ひとりと向き合うことのできる環境を

整備すること③実効的な情報共有の仕組みを構築すること④学校内におけるいじめ対策組

織の実効性を強化すること⑤「いじめ」に対する正確な理解と対応方針を周知徹底すること

⑥記録の作成、管理、保管を適切に行うこと⑦重大事態調査のあり方を見直す必要があると

いう７つの提言でございます。 

続きまして、資料４を御覧ください。 

令和５年３月１６日付の「調査報告書」に示された提言①児童・生徒の指導に組織的にあ

たること②児童・生徒に関する情報の収集について工夫すること③スクールカウンセラー

による教員の支援④教員の児童・生徒と向き合う時間の確保という４つの提言でございま

す。これらの提言を受け、八王子市教育委員会としては、それまでの取組や新たに追加した

り充実させたりして、いじめ防止の推進に取り組んできました。 

資料５別紙を御覧ください。 

こちらは、これまでの市教育委員会及び市立小・中・義務教育学校におけるいじめ防止の

ための取組経過を１枚にまとめたものです。紙面の関係上いじめを許さないまち八王子条

例が施行された平成２９年４月以前の内容については、左側にまとめております。こちらの

紙面の一番右側に記載されている番号ですが、こちらの番号は、資料５の表の右側に記載さ

れております「関連する別紙における項目番号」と一致しております。各取組がどの提言と

関連しているか示しております。市教育委員会及び各学校では、調査報告書を受け、新しく

始まった取組や既に行った取組の充実など、多岐にわたる取組を行っております。本来であ

れば、一つ一つ説明させていただきたいところですが、各調査報告書に示された提言を受け
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て取り組んでいる代表的な内容について一部を報告させていただきます。 

資料５の裏面を御覧ください。 

令和元年８月５日付「調査報告書」を受けて取り組んでいる内容のうち、２点についてお

伝えします。まず、「楽しい学校生活を送るためのアンケートＱ－Ｕ」について報告いたし

ます。「楽しい学校生活を送るためのアンケートＱ－Ｕ」は、学校生活における児童・生徒

個々の意欲や満足感、および学級集団の状態を質問紙で測定することにより、児童・生徒の

実態を把握し、指導に活用していくものです。このＱ－Ｕは、令和元年度６月から令和５年

度まで、小学校第５学年・義務教育学校第５学年、中学校第２学年・義務教育学校第８学年

を対象に、年２回実施しております。また、ただ実施するだけではなく、分析方法や活用方

法を学ぶため、専門の講師を招へいし、各校の担当教員向けに研修を年２回実施し、Ｑ－Ｕ

調査の適正な実施や結果の分析方法、分析を踏まえた児童・生徒に行う具体的な支援、児童・

生徒の実態把握に努めております。学校によっては、独自の判断で全学年での実施をしたり、

Ｈｙｐｅｒ－ＱＵと言われる調査項目や分析結果がグレードアップしたものを導入したり

しています。本調査の有用性については、各研修においても、「児童・生徒の実態の把握が

できた。」「気づくことができなかったことが明確にわかることができた。」など先生方から

の評価も高く、学校現場に高く受け止められております。各学校では、結果を分析する中で

クラス編成の資料としたり、修学旅行の班編成に活用したりしている学校があります。 

２点目の「いじめ防止プログラム・ソーシャルスキルトレーニングの実施」については、

令和２年度から令和５年度まで、中学校第１学年・義務教育学校第７学年を対象に、心理士

によるアンガーマネジメント（怒りの感情のコントロール）の授業を実施しております。並

行して、教員向けの研修（校内研修や夏季教員研修）も実施し、教員がアンガーマネジメン

トの理解をもとに、子どもたちの指導や支援にあたる技能が備わってきました。また、令和

４年度からは学校に心理士を派遣し、教員全員を対象に学校全体でも、いじめ防止のための

アンガーマネージメントの指導方法について御指導いただきました。４年間を通じて、先生

方はアンガーマネージメントの手法を学び、自身で児童・生徒に指導できるように、浸透し

てまいりました。 

続いて、令和３年５月１１日付「八王子市立中学校におけるいじめの重大事態に係る再調

査報告書」を受けて取り組んでいる内容のうち、２点についてお伝えします。 

１点目は「学校いじめ対策委員会を核とした組織的ないじめ対応」についてです。学校い

じめ対策委員会は、学校が組織的かつ実効的にいじめ問題への取組を行うに当たって、中核

となる役割を担うために設置しており、いじめの認知や対応方針の協議などをしておりま

す。学校いじめ対策委員会は、週１回以上学校いじめ対策委員会を開催し、法に則った組織

的ないじめ対応を徹底しております。校務分掌として学校いじめ対策委員会コーディネー

ターを位置づけし、その育成のための研修を市教育委員会として毎年実施しております。学

校いじめ対策委員会コーディネーター研修では、本市のスクールロイヤーに講師を依頼し、

学校いじめ対策委員会コーディネーターに期待されている役割や、具体的な対応について
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指導いただいております。また、所定の様式による議事録やいじめの認知等報告書等の作成

方法など、いじめの対応マニュアルとして「いじめの防止と発生した場合の対処 Ｑ＆Ａ」

を作成し、各学校が適切に組織的な対応を行うようにしております。 

２点目は、スクールソーシャルワーカー及び副校長補佐の増員です。いじめ対応における

スクールソーシャルワーカーの重要性や対応件数の増加を踏まえ、スクールソーシャルワ

ーカーを増員いたしました。また、学校いじめ対策委員会のメンバーや各学校のいじめ防止

研修の講師となっております。具体的な事例を交え、講義することで、受講した先生方も対

応方法を学ぶことができております。各学校でいじめ対応の指導・助言を行う副校長の業務

を補佐する副校長補佐を拡大しております。 

続いて、令和３年１２月２０日付「調査報告書」を受けて取り組んでいる内容のうち、２

点についてお伝えします。 

１点目は、「いじめ対応のための時間の確保」についてです。週授業時数の上限を２８時

間とし、いじめ対応の記録や学校いじめ対策委員会等の情報共有の時間を確保することで、

法に則った適切ないじめ対応を徹底するとともに、児童・生徒と教員の面談の機会を設ける

など、教員が児童・生徒に向き合う時間が生まれ、より丁寧ないじめ対応を行えるようにな

りました。 

２点目は、「いじめの重大事態の手続きの明確化」についてです。いじめの重大事態の発

生や、調査主体の決定についての判断基準や、教育委員会事務局内の意思決定プロセスを明

確化し、重大事態調査を可能な限り迅速に開始できるようにしております。 

 最後に、令和５年３月１６日付「調査報告書」を受けて取り組んでいる内容のうち、「子

ども見守りシートの発展的活用」について報告いたします。子ども見守りシートは、家庭で

の子どもの様子を学校と情報共有することで、「いじめの芽」の段階で早期対応するツール

として用いてまいりましたが、自分の子以外でも伝えたいことがある場合に活用できるよ

うにいたしました。現在でも、各家庭と情報共有し、いじめの早期発見・早期対応につなげ

ております。 

 今まで説明した以外にも多岐にわたるいじめ防止に向けた取組をしてまいりました。今

後も、八王子市教育委員会として、いじめ防止の推進に取り組んでまいります。 

以上で私からの説明を終わります。 

 

鈴木委員長 

 ありがとうございました。調査報告書等に示された提言に対する取組の進捗状況につい

て今ご説明をいただいたところです。それでは、ただ今の報告につきまして、まずはご質問

がありましたら、お願いいたします。いかがでしょうか。お願いします。 

 

徳丸委員 

 今、横倉指導主事からお話をいただきました内容、今、学校としても順次進めている次第
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でございます。特に、いじめ対策委員会は２年目になりまして、スモールステップで子ども

達を見守っていくという観点で情報共有を毎週行っている次第でございます。今お話いた

だいたその他に自校の取り組みを３点ご紹介させていただければありがたいのですが、さ

せていただいてもよろしいでしょうか。 

まず１点目は、８月に市のスクールロイヤーの先生方に来ていただきまして、職員が学ぶ

機会、いじめ防止の研修を行いました。２点目は、２学期、本校の授業観察におきまして、

授業観察というのは学期に一度、管理職や空いている先生が全学級を見に行く機会でござ

います。その時に人権をテーマとしまして、全学級が授業を行いました。具体的には資料５

の別紙の一番細かいところにありますけれど、下から３つ目の４６番その事を実際に全校

で行ってきました。具体的には八王子市ＧＩＧＡスクール情報ポータルサイトのいじめ総

合対策、教職員向けというサイトがございます。このいじめ予防授業を全校で取り組むんだ

ということです。そのサイトを開けますと、道徳と特活の指導案、動画教材が見られます。

その動画教材には人権をテーマにスクールロイヤーの先生方が子どもに分かりやすく１０

分程度指導をしていただいています。子ども達は担任の先生以外の話というのもあります

が、すごく集中して先生方の話を聞いておりました。改めて自分や周りの人権の大切さを学

んでいた様子が深くわかりました。今回の特設単元として授業で学ぶという事はとても子

どもの学びに有効である、先生方も何か手ごたえを感じていたような様子でした。3つ目に

なりますが、一昨日、由井中学校から出前授業をしていただきまして、シチズンシップ教育

というのですが、いわゆる情報リテラシーのようなご指導いただきまして、小中の連携も今

深め始めているところでございます。今後もいろいろな対応を学校でできるところからす

すめてまいりたいと考えております。 

 

鈴木委員長 

 徳丸委員、具体的な取組の状況、実践と言いますか、ご報告ありがとうございました。今

のご報告も含めまして改めて質問等ありましたら、いかがでしょうか。お願いいたします。 

 

守屋委員 

 先程の教育委員会それから今の小学校の先生の話から、ほとんどの市内の公立の小・中学

校が実施しているものの中から７つ挙げさせてもらいます。１は、１学期中に中学校では１

年生全員を対象にスクールカウンセラーによる面接を行っています。２つ目、いじめに関す

るアンケートと、相談できる大人がいるかどうかのアンケートを年３回実施し、いじめた、

いじめられた、いじめを見たことがある、相談できる大人がいない生徒を把握し、聞き取り

を行った後、学校いじめ対策委員会でいじめの認定や今後の対応について話し合いを行っ

ています。３、いじめ防止基本方針、これは学校で作る方ですけども、毎年更新し、ホーム

ページに掲載したり、職員室に掲示したり、保護者や教職員に周知徹底しています。４、本

校では校長が講師になり、教員のいじめ防止校内研修を年３回実施しています。そのうちの
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１回は重大事態についてです。５、はちおうじっ子サミットで各中学校区の小学校の児童会

と中学校の生徒会が連携し、いじめ防止についての話し合いを行っています。６、６月と７

月の八王子市いのちの大切さを共に考える日に校長講話や、本校ではその後道徳を行って

いますけれども、各学校独自の取組を行っています。７、学校評価の生徒アンケートと保護

者アンケートで各学校のいじめ対策の取組についての項目を入れています。その結果を分

析し、学校経営に役立てています。次に本校独自の取組として主なものを７つ挙げさせても

らいます。まず１番目は学校いじめ対策委員会の時間に、基本的には担任と生徒による二者

面談を全生徒１年間に３回以上実施しております。２、月１回帰り学活で本校独自の資料を

基に各クラス情報モラル教育を１０分程度行っています。３、担任と生徒が数行日記の交換

を定期的に行い、いじめの早期発見に努めています。４、人間関係のトラブルで教室に入れ

ない生徒や、不登校生徒のために毎週月曜日と金曜日に１時間別室の学習教室、ステップ教

室を設定しています。現在、心理専門家が火曜日と水曜日に常駐できるスペシャルサポート

ルームの開設の準備を行っているところです。５、いじめアンケートとは別に長期休業明け

に、こころとからだのアンケートを実施し、こころや人間関係の悩みを把握し、いじめの早

期発見に努めています。６、各学期に道徳の授業で相互理解や友情についてをテーマに授業

を行っています。７、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの助言を受けて

人間関係のトラブルのある生徒のメンタル面の支援を行っています。以上です。 

 

鈴木委員長 

 守屋委員ありがとうございます。中学校の方での事例の紹介、事例といいますか取り組み

の具体的内容をご報告いただきありがとうございます。改めてご質問等ありましたらお伺

いいたします。いかがでしょうか。よろしいですか。 

そうしましたら、ご意見ありましたらお願いいたします。どうぞ。後藤委員お願いします。 

 

後藤委員 

 こういった取組を学校の先生方一生懸命やっていただいいてありがとうございます。こ

の取組をしてから数年経っていると思うんですけれども、重大事態の件数は減っているの

かと、いじめの件数が減っているのかを教えていただきたいのと、私は自分が第六中学校な

んですが、学校運営協議会の方でアンケートの結果とかを毎回学校の方から報告をいただ

いております。その報告を見ると項目がすごく多く、欠席が３日以上、３日連続でしたっけ、

そのようなお子さんが全部載っているような報告書になるんですけれど、あの報告書を作

るだけでも先生方がすごく負担になっているんじゃないのかな、というのをすごく感じる

んですね。その辺が、どのようにフォローできているのかもお伺いしたいと思います。 

 

鈴木委員長 

 ありがとうございます。それでは、まず全体的な傾向として事務局からお答えいただき、
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それから各学校でもしご紹介いただくような状況がありましたら、守屋委員、徳丸委員の方

からお伺いできればと思いますが、まず事務局いかがでしょうか。 

 

山崎指導主事 

 ご質問についてお答えいたします。まず、重大事態の件数に関してですがこちらに関して

は今までに重大事態として９件の重大事態が発生をしていて、そのうち７件の報告書があ

がってきたという状況でございます。そのうち４つの報告書について公表されているとい

う事で今回このようなかたちで報告させていただいています。その点につきましては次の

報告のところでも報告させていただきたいと思っております。 

続きましてはいじめの件数に関してなんですが、こちらに関しては心身の苦痛を感じて

いるという広い定義という事もありますし、件数が増えている、減っているという事をもっ

てのみ評価をするするものではないと判断しておりますので、いじめの認知件数という事

に関してはできる限り感度を高く取り組んでおりますので、そのようなかたちで受け止め

ていただければというふうに思います。それから、おそらく３日以上の報告書という事は不

登校の対応について現在各学校で取り組んでいる個票システムというものがあるんですけ

れども、そちらの事ではないかなと思っております。できる限り細やかに子ども達の出欠状

況から子ども達の変化を読みとっていくためにこのようなかたちで現在運用させていただ

いていますが、運用上の問題ですので、先生方の負担等ももちろん考えながら今後検討して

まいりたいというふうに思っています。 

 

後藤委員 

 ありがとうございました。 

 

鈴木委員長 

 ありがとうございました。もし、よろしければ守屋委員、徳丸委員から特に今、問題にな

った教員の先生方の負担ですかね、特に提言でも時間を作り出すといいますか、働き方改革

とかも加味してだと思いますけど、児童・生徒に向き合う時間という事も含めてもしよろし

ければ現状等教えていただく事できますでしょうか。 

 

徳丸委員 

 今のご質問の中で、教員への負担と、現状いじめの数がどうなのかというようなご質問が

ございました。子ども同士というのは軽微なものからいじめととれる場合もありますので、

件数的には本校としては３０～４０の間です。ただ、いじめ対策委員会を毎週行う事で、い

じめと認定した場合、３か月間は継続して全教員が見守っていくという事になっておりま

す。そういう点では、いじめへの予防という観点ではとても有効であると考えます。いじめ

対策委員会は週に１時間授業カットをして八王子市は取り組んでいるので、その時間は保
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証されていると考えます。このような取組は多分、他区市ではあまり見られないと考えます。

ただ今もお話しいただきましたように、いろいろな取組が連なっておりますので、今後、出

来得る限り精査していく事もありますでしょうし、有効な手立てであれば追加していく事

もありますでしょうし、ぜひその点は今後も継続して検討していただければと考えており

ます。以上です。 

 

鈴木委員長 

 どうもありがとうございました。守屋委員いかがでしょう。 

 

守屋委員 

 いじめの件数なんですけど、認知件数は増加していると思います。それは、いじめは増え

たという事ではなくて、学校いじめ対策委員会をきちんと開く事によって我々の認定する

組織的な認定の仕方が出来てきたという事、教員が研修を積んで、今の定義でいうとこれは

いじめにあたるのかどうか、今までいじめとカウントしてなかったものが法的にはいじめ

とカウントしなければならないようになっているという事を理解してきたために増えてき

ているというふうに認識しております。 

 

鈴木委員長 

どうもありがとうございました。後藤委員いかがですか。よろしいですか。 

 

後藤議員 

 はい。多分そういう事なんだろうと思うんですけれども、１時間授業をカットしたことに

よってそのしわ寄せが１週間の中で消化ができているのかなっていうのが、ちょっと気に

なるところではあるんですけど、先生方がすごく頑張っていただいているので、今後もよろ

しくお願いしたいと思います。 

 

鈴木委員長 

 どうもありがとうございました。それでは、他にご質問、意見いかがでしょうか。お願い

いたします。大塚委員。 

 

大塚委員 

 ただ今のお話しにも関連するんですけど、いじめ対応のための時間の確保という事で週

の授業数の上限を２８時間にするという事だと思うんですけれど、実際の現場の肌感覚と

して、もちろん確保しなければならない授業数もある一方で、学校の先生方、いじめ対応だ

けじゃなくていろいろとやらなければいけない事もたくさんあると思うんですけど、こう

いった提言にいろいろ対応して下さっているのは有難いんですが、実際としてカットはさ
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れたと思うんですけど時間も作り出されたと思うんですが、逆にやる事が増えてしまって

いる面もあると思うのですが、ご負担感というのは現場のお声としてはいかがなものなん

でしょうか。というのをお伺いしたいです。 

 

鈴木委員長 

 ありがとうございます。現場感という事ですのでぜひお願いいたします。徳丸委員よろし

いですか。 

 

徳丸委員 

 事がいじめ対応という事で教員達はとても大事に考えております。確かに負担という意

味で授業カットの分どうするのかと、本校ですと、夏休みが一日二日くらいは授業日数が増

える事はあるんですが、実際に起きた時の事後の対応がとてもエネルギーがいると思いま

す。むしろ、予防としてのエネルギーを使った方が有効ではないかと考えている教員が多い

と思います。 

 

鈴木委員長 

 ありがとうございます。中学校のケースとして守屋委員いいですか。 

 

守屋委員 

 今のご意見と同じなんですけれど、未然防止、それから早期発見というのを第一に考える

とやむを得ないのかなというふうな、教員の、確かに仕事量は増えていますけど、納得して

やっていると私は自負しております。それから、本校では学校いじめ対策委員会の裏で 2者

面談を行っているんですけど、担任が。これが、非常に有効であると。全然話をしていなか

った子と学期に必ず１回話をする時間が設けられている。そこからその子のいろいろな悩

みを聞く事もできたり、またいじめが早期発見できたというケースもあったので、非常に有

効だというふうに聞いています。 

 

鈴木委員長 

 どうもありがとうございました。大塚委員いかがでしょうか。 

 

大塚委員 

 ありがとうございました。引き続き教員の皆さんの働き方改革もあると思うので、有効な

ものについては時間を設けるようにして、必要最低限で済むものについてはそのようにご

検討いただいて、今後も教員の皆様が働きやすい環境で働いていただけるように注力して

いただければと考えております。ありがとうございました。 
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鈴木委員長 

どうもありがとうございました。続きましていかがでしょうか。よろしいでしょうか。そ

れでは、ないようですので、進行をいたします。（２）いじめ対策に関わる事例集につ 

いてでございます。事務局より報告よろしくお願いいたします。 

 

狩野統括指導主事 

 現在、これまでのいじめ対応の事案を教訓にいじめの未然防止や、早期発見、早期対応に

視するため、いじめ対策に関わる事例集の作成に取り組んでいるところでございます。詳細

につきましては横倉指導主事より説明いたします。 

 

横倉指導主事 

 私からはいじめ対策に関わる事例集、以下事例集と言います。について説明いたします。 

資料６をご覧ください。いじめ防止対策推進法第２０条において、国及び地方公共団体は、

いじめの防止及び早期発見のための方策等、いじめを受けた児童等、またはその保護者に対

する支援、及びいじめを行った児童等に対する指導、またはその保護者に対する助言の在り

方、インターネットを通じて行われるいじめへの対応の在り方や、その他のいじめの防止等

のために、必要な事項や、いじめの防止等のための対策の実施の状況についての調査研究、

及び検証を行うとともに、その成果を普及するものとすると規定されております。本市では、

これまでに９件のいじめによる重大事態が発生しており、そのうち７件の報告書が提出さ

れています。前の報告の通り、その度にいじめ防止に関する様々な取組を実施してきている

ところでこざいます。この度、市立学校で実際に起こったいじめの重大事態の事案を教訓と

すべく、教員や保護者がそれぞれの立場でどのような対応が必要だったのか等を考え、未然

防止や早期発見、早期対応の取組の１つとして事例集の作成に取り組んでいるところでご

ざいます。この事例集を効果的に活用し、いじめ対策の一層の充実に取り組んでまいりたい

と思います。事例集の内容についてですが、重大事態の事案と対応の概要、対応の課題や問

題点、類似する事案についての対処のポイント、スクールロイヤーからの助言・アドバイス

をまとめております。また、事例集の内容構成等について本委員会前委員長の松田恵示様に

監修をお願いしているところでございます。今後についてですが、次回、令和６年２月６日

の本委員会にて原案を示しますので、そこでご協議いただきます。その後、令和６年２月７

日の教育委員会定例会にて協議します。それらの意見を踏まえて完成させ、２月２１日の教

育委員会定例会で報告する予定でございます。そして、３月に行われます小・中それぞれの

校長会にて事例集の完成を周知するとともに、その活用方法等について説明してまいりま

す。年度が替わりまして令和６年４月に開催予定の学校いじめ対策委員会コーディネータ

ー研修にて、各学校で年間３回以上実施するいじめ防止研修等の機会を捉えて、本事例集を

活用していくように周知してまいります。今後も、いじめを許さないまち八王子条例の基本

理念に基づき、市、学校、保護者、その他子どもと関わる方達が積極的に連携し、いじめ防
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止等の取組を推進していけるよう、教育委員会事務局として取り組んでまいります。以上で

私からの説明を終わります。 

 

鈴木委員長 

 横倉指導主事、どうもありがとうございました。いじめ対策に関わる事例集という事で１

月１６日に案が完成という事ですね。私達のこの委員会では２月６日に協議するというよ

うなスケジュールという事でございます。それでは、ただ今の報告につきましてご質問があ

りましたら、お伺いいたします。 

後藤委員お願いします。 

 

後藤委員 

 その事例集は学校の先生方向けのものなのでしょうか。 

 

鈴木委員長 

 事務局、お願いいたします。 

 

狩野統括指導主事 

 現在は先生方向けと考えておりますが、広く保護者の方や市民の方というふうに考えて

いる部分もあるのですけれど、現在スクールロイヤーにもこの内容について確認をしてい

るところでございます。 

 

後藤委員 

 ありがとうございます。 

 

鈴木委員長 

 すいません。他にいかがでしょうか。お願いいたします。 

 

石渡委員 

 学校へ行っていると現場で中学生はもちろんですが、小学校の方でも不登校児が大変増

えているという印象があります。これと、いじめの問題の関連性についてはどのようにお考

えなのでしょうか。 

 

鈴木委員長 

 それでは、事務局お願いいたします。 
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狩野統括指導主事 

 今現在、不登校の人数がすごく増えているというのは認識しています。その原因を探って

いきますと、一人ひとり、不登校になっている子ども達がいればいるだけの原因というのが

あるかなと思います。先程、後藤委員の方から個票システムについてお話があったかと思う

んですけれど、そこで学校が子ども達の不登校の要因という事を学校の見立てで記録をし

ていくようになっています。それに加えて現在スクールカウンセラーやスクールソーシャ

ルワーカーが本人からどのような事で学校に行けないのかというのを聞き取り、調査をし

ているところです。そこで、学校の見立てと本人がお話しているところの違いというところ

に、何か新たな支援、ニーズをきちんと把握して支援をできるのかというのを確認している

ところですが、いじめについてはきちんと学校のいじめ対策委員会で、周りの子ども達の聞

き取りも含めて認知できるものなのかというところは確認しているところです。 

  

鈴木委員長 

 よろしいですか。ありがとうございます。 

他に質問、もしくはご意見お願いいたします。それでは、大塚委員。 

 

大塚委員 

 事例集なんですけど、保護者の方にもできればみたいなお話があったと思うのですが、拝

見してるとこれまでの重大事態調査に関する調査報告書が提示されているところから、公

表されていないものも多分あると思うんですね。弁護士として心配なのは、どこまでこう具

体的な事例として載っているのかと、公表されている調査報告書だったら世間の皆さんホ

ームページで拝見しているからいいでしょうと思うんですけど、進行中とかで、私も未公表

になりそうなものもやっているところで、新たな火種にならないかというようなプライバ

シー的な観点も気になるんですが、その辺はどうお考えですか。 

 

狩野統括指導主事 

 大塚委員おっしゃる通り、こちらについては必要なプロセスを踏まなければならないと

思っています。現在、スクールロイヤーに確認をしていただいているところは、ここまでの

デフォルメをしたらオーケーなのか、同意が必要なのかどうなのかというところも含めて、

現在確認をさせていただいているところです。もちろん、保護者の同意が必要というふうに

なれば、また説明をしなければならないというかたちはあるかと思うんですけれど、適切な

プロセスをきちんと踏んで完成にこぎつけたいというふうに考えております。 

 

大塚委員 

 ありがとうございます。できれば、保護者の皆さんにも共有していただいた方がいいとは

思うんですけど、ただ一方でいろいろ心配事もあるので、その点ご配慮いただければと思い
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ます。よろしくお願いします。 

 

鈴木委員長 

 他にございますでしょうか。質問、また意見も結構でございます。後藤委員、お願いしま

す。 

 

後藤委員 

 いじめに関してだけじゃなく、不登校もそうなんですけれど、それぞれお子さんが育った

環境とかも関係があると思うんですけど、これは学校だけで取り組むものでなく、保護者と

いうか家庭も巻き込んでやっていかなくてはいけないと思うんですが、保護者とか地域の

人に向けての何か具体的な取組みたいなものとかは何かお考えなんでしょうか。 

 

鈴木委員長 

 ありがとうございます。保護者や地域ですね、学校だけではないというところで予定があ

るかというところですね。いかがでしょうか。 

 

山崎指導主事 

 今回のこの事例集という事ではなくてという事でよろしいでしょうか。 

現在、子ども見守りシートというかたちで必ず毎年新入生また在校生の保護者の方々に

学校の中で気になる事を学校に知らせてもらうような、そういうツールをお配りしてご家

庭の考えをお伝えいただくという事にはなっていると思います。これを先程の報告でも示

しましたけれど、発展的な活用という事で自分のご自身のお子様だけでなくて、他にも気に

なる点があればお知らせいただくツールとして活用していくという広がりを考えておりま

す。また、先程守屋委員からもご報告ありましたけれど、学校評価アンケートで、保護者向

けのアンケートあるいは地域向けのアンケートというかたちでこのいじめに対してもお声

がけいただいているところです。そういったところも含めまして情報共有しながら取り組

んでいくことを考えております。 

  

後藤委員 

 私何年か前に、家庭教育啓発検討委員会というのに出させていただいいた事があって、家

庭教育について考えようという事で、八王子の教育８か条を見直して新たに家育というも

のを作ったと思うんですけど、その辺があの委員会も確か１年で終わってしまって、その後、

何か家庭教育に働きかけるようなものがあるのかなっていうのがお伺いしたかったんです。

教育委員会じゃなくて、もしかしたら子ども家庭部とかもしかしたらそっちの管轄になる

かもしれないんですが、やはり、子どもが育つ環境ってとても大事だと思うので、その辺も

ぜひ教育委員会の方からも家庭や地域に働きかけをしていただく方がいいのではないかと
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思うのですが、いかがでしょうか。 

 

山崎指導主事 

 先程申しそびれた部分が１点ありまして、令和４年度からリーフレットというかたちで

いじめから子どもを守ろうというタイトルで保護者の方々への啓発資料、そういったもの

を周知させていただいているところでございます。これに加えて各学校で定めているいじ

め基本方針、その内容を分かりやすく保護者の方に周知していくという事を学校単位で資

料を作成して、啓発含めて周知していく、そういった取組は今後も充実させていきたいと思

います。 

 

鈴木委員長 

 後藤委員いかがでしょうか。もしくは狩野統括お願いします。 

 

狩野統括指導主事 

 先程、後藤委員からもありました通り、子ども家庭部やその他の部、課とも連携しながら

やっていかなければいけないかなというふうには思っておりますので、そこだけお伝えし

たいと思いました。 

 

鈴木委員長  

 ありがとうございました。後藤委員いかがでしょうか。 

 

後藤委員  

 ありがとうございます。ぜひ、そちらの方も力をいれてやっていっていただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

鈴木委員長 

 他にいかがでしょうか。お願いします。 

 

牛尾委員 

 今の家庭も含めたというところですけど、日曜日に学校運営協議会の連絡会があったの

で、その時にも参加してきたんですけど、途中コロナが３年くらいありましたけど、その前

に遡って５年から７年くらい経つんですかね。保幼小連絡協議会という子ども家庭部が子

どもの事に関係しているという事で、保幼小連絡協議会は八王子市は全国に先駆けて早い

段階から保育園・幼稚園・小学校との連携という事で取り組んできて、学校との関わりとい

うのはどの保育園・幼稚園ももっているところになります。私は保幼小、学運協の方も学校

に関わっているんですけど、教育委員会の方で今回いじめの委員会ですけれど、学校側から
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だけでなくてやっぱり学運協はＰＴＡの方が委員になっているので、そこは学校運営協議

会が家庭とか学校、地域を含めた取組に位置づけられているんじゃないかなと思うんです。

学校運営協議会と、新しくできた学校運営協議会とやる地域学校協働活動、そういう事も新

しくできたなんなのかなって話が実を言うとあったんですけど、地域で、学校という事なの

で保護者とその周りにいる地域全体で取り組んでいきましょうっていうような事でいろい

ろ進めています。私の方は鑓水地域なんですけれど、青少年対策委員会という委員会も各学

校区で中学校が核になってやっていると思いますので、そこも含めた同じ委員をかけもち

というかやっているところもあると思うので、教育委員会のいじめ問題だけでは解決はで

きないと思うので、保幼小、青少年対策、いろいろなところで委員さんなっているところで、

地域で取り組んでいけたらいいんじゃないかなと私は思っています。園長先生達とのいろ

いろな中でも、八王子の中でも全然地域性というのがあってかなり違うんですよね。その辺

の違いというのは、保育園でいうところの第４ブロック、多摩ニュータウンで開発された多

摩美のところですけれど、新しく入ってきた人達、沢山高層住宅なので、そういう方と、元々

いる地元の方との地域の中でどんなにやってくかという事も２０数年前にできたという時

にもあったんですけど、地域性というもあると思うので、学校だけではなくてみんなで取り

組んでいける問題ではないかなと思っています。それから、先程ちょっとありました不登校

の話、やはりここのところ不登校が増えているとは耳にするんですけど、実態としては私な

んかも詳しいところはよく分からないんですけど、ここは家庭の問題というか、家庭と一緒

に取り組む事じゃないかな。これは保育園という所が送り迎えをするところなんでね。就学

前まで。だから、常に保護者と関わっている施設なんですね。その点は幼稚園がバスでの送

り迎えという事で、ここは保育園・幼稚園と違うところがあると思うんですけれど、そうい

う子ども達が一つの学校にあがっていく。２０いくつかの保育園・幼稚園の施設の子があが

ってくんで、とにかく最初にスタートプログラム、１年生から２年生ぐらいの間にクラスと

か子ども同士とかっていう集団の形成がされるんじゃないかなと。そこが、保育園側からす

ると一番重要なところじゃないかな。接続させていくというところで、いじめの問題がどん

どんどんどん根にあるのはそこのところから始まっているんじゃないかなってところでこ

れからの保幼小という子育ての協議会がありますので、そこで学校に関わっていきたいか

なと思っています。以上です。 

 

鈴木委員長 

 牛尾委員ありがとうございました。本当に保幼小、中学校それから地域で、家庭、地域、

学校本当に重要な視点だと思います。ただ今の議論を受けて委員の皆さん、もしくは事務局

の方からもしありましたら。よろしいですか。 

 

徳丸委員 

 貴重なご意見ありがとうございます。本校でも今年初めて２つの保育園さんと低学年の
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先生方と、夏に交流を行いました。スタートアッププログラム、これも入学説明会で昨年度

も説明させていただいたんですけれども、やはり、入学前からお子さんの様子、ご家庭の様

子、情報共有をさせていただくという事は、とてもある意味いじめ対応の１つでもあるのか

なと、感想としてもたせていただきました。ありがとうございました。 

 

鈴木委員長 

 どうもありがとうございます。お願いします。内藤佳代子委員お願いします。 

 

内藤委員 

 いじめとずれてしまうかもしれないですけど、地域の話何度かでてきたと思います。確か

に地域の皆さんも含めてこういう問題というのは対応していくというのはとても大事だと

は思うんですけど、今、ちょっと川口中学校は元気な子どもが増えてしまいまして、落ち着

いていない状況が続いていまして、例えば学校運営協議会に入っている方もいるので地域

の方にお手伝いをって言った時にすごく難しかったんですね。かなり問題が地域ってそこ

に住んでいる子どもたちが通う学校で起きている問題に対して、人を選んでうまく助けて

もらわないと悪い噂だけが学区にいってしまったり、下手をすると、どこどこさんのなにな

に君が、どこどこさんのなになにちゃんがみたいな、思わぬところで二次災害が起きてしま

ったり、そういう事があるので、地域の人間としてはいじめも不登校も本当に心から手伝っ

てあげたい、助けてあげたいというのも分かりますし、学校の先生達が本当に疲れていて疲

弊していくのを目の当たりにすると、何かしなくちゃっていうのはあるんですけど、地域の

関わり方というのを具体的にというか慎重に考えていただけると、より、こういうものは地

域の方の助けがほしいとか、そういう事を何か示していただけると地域も入りやすいんじ

ゃないかという事をこの数か月ずっと感じていたので、すみません、実体験としてご報告さ

せていただきました。 

 

鈴木委員長 

 内藤委員、貴重な意見ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。よろしいでしょ

うか。 

私からも１つこの事例集について質問させてください。内容についてなんですけど、ケー

スが 7つありますよね。（４）でスクールロイヤーからの助言という事でこれが１つ大きな

ポイントになってくると思うんですけど、各ケースについて例えばスクールロイヤーから

助言が掲載されているのか、それとも包括的に全体的なのか、その辺り教えていただけるよ

うでしたらお願いします。 

 

狩野統括指導主事 

 このケース７つに関して全てにスクールロイヤーから助言をいただけるかたちになって
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います。 

 

鈴木委員長 

 ありがとうございます。このあたりがすごく充実してくるんじゃないかなというふうに、

事例集として、そういう印象をもちました。ありがとうございます。 

委員の皆様、他にいかがでしょうか。よろしいですか。それでは、改めまして以上で公開

の案件が終わります。 

改めまして委員の方から何かありますでしょうか。よろしいですか。 

 では、ここからは非公開になります。傍聴の方につきましては、大変恐縮ではございま

すがご退席をお願いいたします。ご退席いただくまで少し委員の皆様お待ちください。 


